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(57)【要約】
　原流体供給用主管路と濾過流体回収用主管路と、原流
体供給用主管路と濾過流体回収用主管路の間に延びる少
なくとも１つの濾過流路と、を含む群列状濾過装置であ
り、少なくとも１つの濾過流路の各々は、濾過流路上に
構成されるマニホールドから延び、原流体供給用主管路
と濾過流体回収用主管路と流体連通する３つ以上のフィ
ルタユニットを含む濾過アセンブリで構成される。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　原流体供給用主管路と濾過流体回収用主管路と、前記原流体供給用主管路と前記濾過流
体回収用主管路の間に延びる少なくとも１つの濾過流路と、を含む群列状濾過装置におい
て、少なくとも１つの濾過流路の各々は濾過アセンブリで構成され、これは前記濾過流路
上に構成され、前記原流体供給用主管路と前記濾過流体回収用主管路と流体連通するマニ
ホールドから延びる３つ以上のフィルタユニットを含むことを特徴とする群列状濾過装置
。
【請求項２】
　請求項１に記載の群列状濾過装置において、前記マニホールドの縦軸が前記濾過流路と
同軸的に延びることを特徴とする群列状濾過装置。
【請求項３】
　請求項１に記載の群列状濾過装置において、前記マニホールドの縦軸が前記原流体供給
用主管路と前記濾過流体回収用主管路によって画定され、前記原流体供給用管路と前記濾
過流体回収用主管路の縦軸と交差する平面内に延びることを特徴とする群列状濾過装置。
【請求項４】
　請求項１に記載の群列状濾過装置において、前記原流体供給用主管路と前記濾過流体回
収用主管路が相互に平行に延びることを特徴とする群列状濾過装置。
【請求項５】
　請求項１に記載の群列状濾過装置において、前記原流体供給用主管路と前記濾過流体回
収用主管路が実質的に水平に延びることを特徴とする群列状濾過装置。
【請求項６】
　請求項１に記載の群列状濾過装置において、前記マニホールドの縦軸が実質的に垂直に
延びることを特徴とする群列状濾過装置。
【請求項７】
　請求項１に記載の群列状濾過装置において、前記群列状濾過装置が２つ以上の濾過アセ
ンブリを含み、前記濾過アセンブリが相互に実質的に平行に配置されることを特徴とする
群列状濾過装置。
【請求項８】
　請求項１に記載の群列状濾過装置において、各濾過アセンブリの前記フィルタユニット
が実質的に同一平面内に延び、各フィルタユニットの縦軸が、前記原流体供給用主管路と
前記濾過流体回収用主管路によって画定される平面と交差する平面内に延びることを特徴
とする群列状濾過装置。
【請求項９】
　請求項１に記載の群列状濾過装置において、前記フィルタユニットの縦軸がそれぞれの
濾過流路の縦軸と交差することを特徴とする群列状濾過装置。
【請求項１０】
　請求項１に記載の群列状濾過装置において、前記フィルタユニットの縦軸が実質的に水
平に延びることを特徴とする群列状濾過装置。
【請求項１１】
　請求項１に記載の群列状濾過装置において、前記群列状濾過装置の前記濾過流路の縦軸
が相互に実質的に平行であることを特徴とする群列状濾過装置。
【請求項１２】
　請求項１に記載の群列状濾過装置において、前記群列状濾過装置の前記マニホールドの
縦軸が相互に実質的に平行であることを特徴とする群列状濾過装置。
【請求項１３】
　請求項１に記載の群列状濾過装置において、１つの濾過アセンブリの前記フィルタユニ
ットが、その縦軸が隣接する濾過アセンブリのフィルタユニットの縦軸と、異なる平面内
で交差するように配置されることを特徴とする群列状濾過装置。
【請求項１４】
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　請求項１に記載の群列状濾過装置において、隣接する濾過アセンブリの前記フィルタユ
ニットが、１つの濾過アセンブリのフィルタユニットの縦軸が前記隣接する濾過アセンブ
リのフィルタユニットの縦軸の上／下に延びるように、交互にずらされた平面に配置され
ることを特徴とする群列状濾過装置。
【請求項１５】
　請求項１に記載の群列状濾過装置において、隣接する２つの濾過アセンブリ間の距離が
フィルタユニットの軸の長さより短いことを特徴とする群列状濾過装置。
【請求項１６】
　請求項１に記載の群列状濾過装置において、前記濾過流路が、前記原流体供給用主管路
と前記濾過流路の前記マニホールドの間に延びる、排出管路との少なくとも１つの連結部
を有するように構成されることを特徴とする群列状濾過装置。
【請求項１７】
　請求項１に記載の群列状濾過装置において、前記濾過流路が、前記濾過流路の前記マニ
ホールドの下に延びる少なくとも１つの栓を有するように構成されることを特徴とする群
列状濾過装置。
【請求項１８】
　請求項１に記載の群列状濾過装置において、複数のフィルタユニットを、原流体供給用
主管路と濾過流体回収用主管路の間に延びる濾過流路に流体連結するマニホールド。
【請求項１９】
　原流体供給用主管路と濾過流体回収用主管路の間に取り付けられる濾過アセンブリにお
いて、前記濾過アセンブリが３つ以上のフィルタユニットを含み、その各々が、前記原流
体供給用主管路と前記濾過流体回収用主管路と流体連通するように構成されたマニホール
ドから延びることを特徴とする濾過アセンブリ。
【請求項２０】
　請求項１９に記載の濾過アセンブリにおいて、前記マニホールドが前記原流体供給用主
管路に連結可能であり、入口チャンバまで延びる主要入口ポートと、前記濾過流体回収用
主管路に連結可能な主要出口ポートを有するハウジングと、前記ハウジングから延び、各
々がそこにフィルタユニットを連結するように構成された複数のフィルタユニット継手と
、各フィルタユニット継手と関連付けられ、前記入口チャンバから延び、それぞれのフィ
ルタユニットの入口ポートに連結されるように構成された分配ポートと、各フィルタユニ
ット継手に関連付けられ、出口チャンバから延び、それぞれのフィルタユニットの出口ポ
ートに連結されるように構成された回収ポートと、を含むことを特徴とする濾過アセンブ
リ。
【請求項２１】
　複数のフィルタユニットを、原流体供給用主管路と濾過流体回収用主管路の間に延びる
濾過流路に流体連結するマニホールドにおいて、前記マニホールドは、前記原流体供給用
主管路に連結可能であり、入口チャンバまで延びる主要入口ポートと、前記濾過流体回収
用主管路に連結可能な主要出口ポートを有するハウジングと、前記ハウジングから延び、
各々がそこにフィルタユニットを連結するように構成された複数のフィルタユニット継手
と、各フィルタユニット継手と関連付けられ、前記入口チャンバから延び、それぞれのフ
ィルタユニットの入口ポートに連結されるように構成された分配ポートと、各フィルタユ
ニット継手に関連付けられ、出口チャンバから延び、それぞれのフィルタユニットの出口
ポートに連結されるように構成された回収ポートと、を含むことを特徴とするマニホール
ド。
【請求項２２】
　請求項２１に記載のマニホールドにおいて、請求項１または２０による群列状濾過装置
で使用するためのものであることを特徴とするマニホールド。
【請求項２３】
　請求項２１に記載のマニホールドにおいて、前記フィルタユニット継手の前記分配ポー
トと回収ポートが実質的に同軸的に延びることを特徴とするマニホールド。
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【請求項２４】
　請求項２１に記載のマニホールドにおいて、前記フィルタユニット継手が前記マニホー
ルドの縦軸の周囲で対称に配置されることを特徴とするマニホールド。
【請求項２５】
　請求項２１に記載のマニホールドにおいて、前記マニホールドが、原流体供給用主管路
と濾過流体回収用主管路と、前記原流体供給用主管路と前記濾過流体回収用主管路の間に
延びる少なくとも１つの濾過アセンブリと、を含む群列状濾過装置において使用されるよ
うに構成され、前記少なくとも１つの濾過アセンブリの各々は３つ以上のフィルタユニッ
トを含み、前記フィルタユニットの各々は前記原流体供給用主管路と前記濾過流体回収用
主管路と流体連通するマニホールドから延びることを特徴とするマニホールド。
【請求項２６】
　請求項２１に記載のマニホールドにおいて、前記フィルタユニット継手の縦軸が前記マ
ニホールドの縦軸に対して実質的に垂直に延びることを特徴とするマニホールド。
【請求項２７】
　請求項２１に記載のマニホールドにおいて、前記フィルタユニット継手がねじ式または
差し込み式継手であることを特徴とするマニホールド。
【請求項２８】
　請求項２１に記載のマニホールドにおいて、前記マニホールドが一体射出成形品として
作製されることを特徴とするマニホールド。
【請求項２９】
　請求項２１に記載のマニホールドにおいて、前記主要入口ポートと前記主要出口ポート
が、それぞれ前記原流体供給用主管路と前記濾過流体回収用主管路に直接的または間接的
に連結されるように構成されることを特徴とするマニホールド。
【請求項３０】
　請求項２１に記載のマニホールドにおいて、前記フィルタユニット継手が前記マニホー
ルドの縦軸の周囲に対称に配置されることを特徴とするマニホールド。
【請求項３１】
　群列状濾過装置を支持するための支持システムにおいて、前記支持システムが、各々が
原流体供給用主管路と濾過流体回収用主管路の一方を支持するための少なくとも１つの主
管路支持部を有するように構成された、１対の設置面支持手段と、前記原流体供給用主管
路と前記濾過流体回収用主管路の間に延びる濾過アセンブリに連結される濾過アセンブリ
拘束部と、隣接する２つの支持手段を相互接続する補強装置と、を含むことを特徴とする
支持システム。
【請求項３２】
　請求項３１に記載の支持システムにおいて、前記支持手段が、前記原流体供給用主管路
と前記濾過流体回収用主管路の下側の１つを支持するための主管路支持部を有するように
構成されることを特徴とする支持システム。
【請求項３３】
　請求項３１に記載の支持システムにおいて、前記設置面支持手段の各々が、鏡面対称に
配置され、相互に固定された２つの対称部材で構成されることを特徴とする支持システム
。
【請求項３４】
　請求項３１に記載の支持システムにおいて、前記設置面支持手段および／または補強装
置が射出成形材料で作製されることを特徴とする支持システム。
【請求項３５】
　請求項３１に記載の支持システムにおいて、前記補強装置が、鏡面対称に配置され、相
互に固定された２つの対称部材で構成されることを特徴とする支持システム。
【請求項３６】
　請求項３１に記載の支持システムにおいて、前記補強装置が前記濾過アセンブリ拘束部
としての役割も果たすことを特徴とする支持システム。
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【請求項３７】
　請求項３１に記載の支持システムにおいて、前記補強装置が、前記原流体供給用主管路
と前記濾過流体回収用主管路のうちの下側の一方から前記マニホールドまで延びる管区間
と、前記マニホールドの下側の延長管部の一方を拘束することを特徴とする支持システム
。
【請求項３８】
　請求項３１に記載の支持システムにおいて、前記補強装置の縦軸が前記少なくとも主管
路支持部に対して実質的に垂直に延びることを特徴とする支持システム。
【請求項３９】
　請求項３１に記載の支持システムにおいて、前記補強装置の縦軸が前記設置面支持手段
の前記支持部に対して実質的に垂直に延びることを特徴とする支持システム。
【請求項４０】
　請求項３１に記載の支持システムにおいて、請求項１に記載の群列状濾過装置を支持す
るためのものであることを特徴とする支持システム。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本願の主題は、濾過システムに関する。本願の主題はさらに、濾過システムのための流
体分配マニホールドおよび濾過アセンブリに関する。
【０００２】
　本願の主題はまた、濾過システム用の支持構造にも関する。
【背景技術】
【０００３】
　多種多様な流体濾過システムが入手可能であり、その中には、多重濾過システム、すな
わち一体化された複数の濾過ユニットを含むシステムもある。
【０００４】
　濾過システムの分野において考慮すべき重要事項は、このような濾過システムが占める
スペースと比較した有効濾過量（すなわち、濾過システムの濾過能力）や、その設置面積
、すなわち濾過システムが占める有効面積である。
【０００５】
　濾過システムの分野において考慮すべきまた別の重要事項は、システムに対して行われ
得る修理と保守の容易さである。
【０００６】
　上記の目的のために、小型の濾過システムおよびそのための流体連結部と支持装置を設
計することが求められている。
【発明の概要】
【０００７】
　本願の主題の目的は、各々が複数のフィルタユニットで構成される複数の濾過アセンブ
リで構成される群列状濾過装置を提供することである。
【０００８】
　本願の主題の第一の態様によれば、原流体供給用主管路と濾過流体回収用主管路と、前
記原流体供給用主管路と濾過流体回収用主管路の間に延びる少なくとも１つの濾過流路と
、を含む群列状濾過装置があり、少なくとも１つの濾過流路の各々は濾過アセンブリで構
成され、これは前記濾過流路上に構成され、原流体供給用主管路と濾過流体回収用主管路
と流体連通するマニホールドから延びる複数のフィルタユニットを含む。
【０００９】
　この群列状濾過装置は、原流体供給用主管路と濾過流体回収用主管路と、前記原流体供
給用主管路と前記濾過流体回収用主管路の間に延びる少なくとも１つの濾過アセンブリを
含み、前記少なくとも１つの濾過アセンブリの各々は３つ以上のフィルタユニットを含み
、前記フィルタユニットの各々は、原流体供給用主管路と濾過流体回収用主管路と流体連
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通するマニホールドから延びる。
【００１０】
　本願の主題のある態様はまた、原流体供給用主管路と濾過流体回収用主管路の間に取り
付けるための濾過アセンブリに関し、前記濾過アセンブリは３つ以上のフィルタユニット
を含み、ユニットの各々は原流体供給用主管路と濾過流体回収用主管路と流体連通するよ
うに構成されたマニホールドから延びる。
【００１１】
　以下の構成、特徴、設計のいずれか１つまたは複数を、本願の主題による群列状濾過装
置の中に個別に、または１つまたは複数の組合せで組み込むことができる。
・各濾過アセンブリは３つ以上のフィルタユニットを含む。
・マニホールドの縦軸は、濾過流路と同軸的に延びる。
・マニホールドの縦軸は、原流体供給用主管路と濾過流体回収用主管路によって画定され
、前記原流体供給用管路と前記濾過流体回収用主管路の縦軸と交差する平面内に延びる。
・原流体供給用主管路と濾過流体回収用主管路は相互に平行に延びる。
・原流体供給用主管路と濾過流体回収用主管路は実質的に水平に延びる。
・マニホールドの縦軸は、実質的に垂直に延びる。
・群列状濾過装置は２つ以上の濾過アセンブリを含み、前記濾過アセンブリは、相互に実
質的に平行に配置される。
・各濾過アセンブリのフィルタユニットは実質的に同一平面内に延び、各フィルタユニッ
トの縦軸は、原流体供給用主管路と濾過流体回収用主管路によって画定される平面と交差
する平面内に延びる。
・フィルタユニットの縦軸は、それぞれの濾過流路の縦軸と交差する。
・フィルタユニットの縦軸は、実質的に水平に延びる。
・群列状濾過装置の濾過流路の縦軸は相互に実質的に平行である。
・群列状濾過装置のマニホールドの縦軸は相互に実質的に平行である。
・１つの濾過アセンブリのフィルタユニットは、その縦軸が隣接する濾過アセンブリのフ
ィルタユニットの縦軸と、異なる平面内で、すなわち、濾過流路に沿って見た時に、交差
するように配置される。
・隣接する濾過アセンブリのフィルタユニットは、１つの濾過アセンブリのフィルタユニ
ットの縦軸が隣接する濾過アセンブリのフィルタユニットの縦軸の上／下に延びるように
、交互にずらされた平面に配置される。
・２つの隣接する濾過アセンブリ間の距離は、フィルタユニットの軸の長さより短い。
・濾過アセンブリのフィルタユニットは、それぞれのマニホールドの縦軸の周囲で対称に
配置される（等角度に配置される）。
・濾過流路は、原流体供給用主管路と前記濾過流路のマニホールドの間に延びる、排出管
路との少なくとも１つの連結部を有するように構成される。
・濾過流路は、前記濾過流路のマニホールドの前および／または後に延びる栓を有するよ
うに構成される。
【００１２】
　本願の主題の他の態様によれば、原流体供給用主管路と濾過流体回収用主管路の間に延
びる濾過流路に複数のフィルタユニットを流体連結するためのマニホールドが提供される
。
【００１３】
　このマニホールドは、複数のフィルタユニットを原流体供給用主管路と濾過流体回収用
主管路の間に延びる流路に連結するように構成されたハウジングを含み、前記マニホール
ドは、原流体供給用主管路に連結されるように構成され、入口チャンバへと延びる主要入
口ポートと、濾過流体回収用主管路に連結されるように構成され、出口チャンバへと延び
る主要出口ポートと、各々がフィルタユニットに連結されるように構成された、マニホー
ルドのハウジングから延びる複数のフィルタユニット継手と、各フィルタユニット継手に
関連付けられ、前記入口チャンバから延び、それぞれのフィルタユニットの入口ポートに
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連結されるように構成された分配ポートと、各フィルタユニット継手に関連付けられ、前
記出口チャンバから延び、それぞれのフィルタユニットの出口ポートに連結されるように
構成された回収ポートと、を含む。
【００１４】
　以下の構成、特徴、設計のいずれか１つまたは複数を、本願の主題によるマニホールド
の中に個別に、または１つまたは複数の組合せで組み込むことができる。
・フィルタユニット継手の分配ポートと回収ポートは実質的に同軸的に延びる。
・フィルタユニット継手はマニホールドの縦軸の周囲に対称に（等角的に）配置される。
・マニホールドは、原流体供給用主管路と濾過流体回収用主管路と、前記原流体供給用主
管路と前記濾過流体回収用主管路の間に延びる少なくとも１つの濾過アセンブリと、を含
む群列状濾過装置において使用されるように構成され、前記少なくとも１つの濾過アセン
ブリの各々は３つ以上のフィルタユニットを含み、前記フィルタユニットの各々は原流体
供給用主管路と濾過流体回収用主管路と流体連通するマニホールドから延びる。
・フィルタユニット継手の縦軸は、マニホールドの縦軸に対して実質的に垂直に延びる。
・フィルタユニット継手は、ねじ式または差し込み式継手である。
・マニホールドは一体射出成形品として作製される。
・主要入口ポートと主要出口ポートは、それぞれ原流体供給用主管路と濾過流体回収用主
管路に直接的または間接的に連結されるように構成される。
・フィルタユニット継手は、マニホールドの縦軸の周囲に対称に配置される。
・フィルタユニット継手の縦軸は、マニホールドの縦軸に対して実質的に垂直に延びる。
【００１５】
　本願の主題のまた別の態様によれば、群列状濾過装置を保持するための支持システムが
提供される。
【００１６】
　この支持システムは、各々が原流体供給用主管路と濾過流体回収用主管路の一方を支持
するための少なくとも１つの主管路支持部を有するように構成された１対の設置面支持手
段と、原流体供給用主管路と濾過流体回収用主管路の間に延びる濾過アセンブリに連結さ
れる濾過アセンブリ拘束部と、隣接する２つの支持手段を相互接続する補強装置と、を含
む。
【００１７】
　１つの特定の例によれば、この支持システムは、各々が設置面上に設置されるように構
成された設置面係合部を有するように構成された１対の支持手段と、原流体供給用主管路
と濾過流体回収用主管路の一方を支持するための少なくとも１つの主管路支持部と、隣接
する２つの支持手段を相互接続し、原流体供給用主管路と濾過流体回収用主管路の間に実
質的に垂直に延びる濾過アセンブリの一部を拘束する補強装置と、を含む。
【００１８】
　以下の構成、特徴、設計のいずれか１つまたは複数を、本願の主題による支持システム
の中に個別に、または１つまたは複数の組合せで組み込むことができる。
・支持手段は、原流体供給用主管路と濾過流体回収用主管路のうちの下側の一方を支持す
るための主管路支持部を有するように構成される。
・設置面支持手段は各々、鏡面対称に配置され、相互に固定された２つの対称部材で構成
される。
・設置面支持手段および／または補強装置は、射出成形材料で作製される。場合により、
設置面支持手段および／または補強装置はポリマ材料で作製してもよい。
・補強装置は、鏡面対称に配置され、相互に固定された２つの対称部材で構成される。
・補強装置はまた、濾過アセンブリ拘束部としても機能し、原流体供給用主管路と濾過流
体回収用主管路のうちの下側の一方からマニホールドへと延びる管区間、またはマニホー
ルドの下側の延長管部のいずれかを補強し、拘束するように構成される。
・補強装置の縦軸は、少なくとも主管路支持部に対して実質的に垂直に延びる。
・補強要素の縦軸は、設置面支持手段の支持部に対して実質的に垂直に延びる。
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【００１９】
　当然のことながら、以下の例におけるフィルタユニットはどのような種類の濾材であっ
てもよく、たとえば、フィルタディスクの積層体、フィルタスクリーン（すなわち、微細
メッシュ状素材）またはスレッド型シリンダ等がある。
【００２０】
　また、流体という用語は、本明細書および特許請求の範囲で使用される場合、あらゆる
流動可能な物質、すなわち気体または液体として定義され、その目的、汚染の度合い、粒
径、粘度、圧力またはその他のパラメータを問わない。したがって、本明細書および特許
請求において、流体という用語はその最も広い意味で使用される。
【００２１】
　原流体とは濾過対象の流体（気体または液体）を指し、すすぎ用流体とは、フィルタユ
ニットまたは濾材または、フィルタアセンブリのその他の構成要素のすすぎ／フラッシン
グに使用される流体（気体または液体）を指す。場合により、濾過流体がすすぎ用流体の
役割を果たすことに留意する。濾過流体とは、濾過工程の後、すなわち粒子と汚染物質を
除去した後に得られる流体／液体を指す。
【００２２】
　入口ポートと出口ポートはそれぞれ、複数の機能を果たしてもよい。たとえば、特定の
ポートは、ある段階では原流体入口ポートとして機能してもよく、他の段階では廃棄流体
排出／すすぎ出口ポートとして機能してもよい。また、流体流は、特定の所期の構成に応
じて、反対方向に発生させることができる。
【図面の簡単な説明】
【００２３】
　本願の主題の異なる態様を理解し、実際にどのように実施できるかを知るために、以下
に、添付の図面を参照しながら、あくまでも非限定的な例として実施形態を説明する。
【００２４】
【図１】図１は、本願の主題の第一の態様による群列状濾過装置の斜視図である。
【図２】図２は、図１の群列状濾過装置の側面図である。
【図３Ａ】図３Ａは、図１の群列状濾過装置の側面図である。
【図３Ｂ】図３Ｂは、図２の線ＩＩＩ－ＩＩＩに沿った断面図である。
【図４】図４は、図３Ａの線ＩＶ－ＩＶに沿った断面図である。
【図５】図５は、図１の群列状濾過装置の上面図である。
【図６Ａ】図６Ａは、本願の主題の第一の態様によるフィルタアレイの変形版の側面図で
ある。
【図６Ｂ】図６Ｂは、図６Ａの群列状濾過装置の側面図である。
【図７Ａ】図７Ａは、本願の主題の他の態様によるマニホールド要素の上面斜視図である
。
【図７Ｂ】図７Ｂは、図７Ａの線ＶＩＩ－ＶＩＩに沿った断面図である。
【図７Ｃ】図７Ｃは、多重フィルタユニットアセンブリの斜視図である。
【図７Ｄ】図７Ｄは、多重フィルタユニットアセンブリの斜視図である。
【図８】図８は、本願の主題のまた別の態様による、群列状濾過装置を保持するための支
持システムの斜視図である。
【図９Ａ】図９Ａは、群列状濾過装置を支持システムに関着する方法を説明する部分正面
図である。
【図９Ｂ】図９Ｂは、図９Ａの側面図である。
【図９Ｃ】図９Ｃは、図９Ａの変形版を示す部分正面図である。
【発明を実施するための形態】
【００２５】
　まず図１～図６Ｂを参照すると、本願の主題の第一の態様による群列状濾過装置が概し
て１０として示されている。
【００２６】
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　群列状濾過装置１０は、原流体供給用主管路１４と濾過流体回収用主管路１６の間に延
びる複数の濾過アセンブリ１２（この例では５つ示されている）を含む。
【００２７】
　この例において、原流体供給用主管路１４と濾過流体回収用主管路１６は、実質的に水
平に、相互に平行に延び（すなわち、縦軸Ｘ１は縦軸Ｘ２に実質的に平行であり）、協働
して実質的に垂直に延びる平面を画定する。濾過アセンブリ１２の各々は、原流体供給用
主管路１４と濾過流体回収用主管路１６の間に画定される濾過流路上で構成され、前記濾
過流路は実質的に垂直に、Ｙｉとして示されるように、すなわち、縦軸Ｘ１およびＸ２に
対して垂直な平面内に延びる。
【００２８】
　濾過アセンブリ１２の各々は複数のフィルタユニット２０を含む（この例では４つであ
るが、群列状濾過装置は、現実的ないずれの数の濾過アセンブリで構成してもよい）。濾
過アセンブリのフィルタユニット２０は、２０Ａ、２０Ｂ、２０Ｃ、２０Ｄとして示され
ており、隣接する濾過アセンブリのフィルタユニットは、それぞれ２０Ａ’、２０Ｂ’、
２０Ｃ’、２０Ｄ’として示される。
【００２９】
　当然のことながら、以下の例におけるフィルタユニットはどのような種類の濾材であっ
てもよく、たとえば、フィルタディスクの積層体、フィルタスクリーン（すなわち、微細
メッシュ状素材）またはスレッド型シリンダ等、または濾過ユニットの組合せがある。
【００３０】
　さらに図１～図５を参照すると、中央排出管路４０が群列状濾過装置１０に沿って、濾
過流路と流体連通して延び、すなわち、濾過アセンブリ１２の各々の下に延び、油圧栓４
２を介してこれに連結されて、濾過アセンブリからの選択的な排出を行う。これに加えて
、第二の栓４４が濾過アセンブリ１２の各々について、原流体供給用主管路１４から相互
接続入口管２４を通る流体の流れを選択的に開放／閉止するために設けられる。
【００３１】
　マニホールドと濾過流体回収用主管路１６の間の栓を、選択された濾過流路を通る流れ
を停止させ、たとえばアレイ内の他の濾過システムの動作と同じに、ただしそれを妨害せ
ずに機能するように構成できる（図示せず）。
【００３２】
　図の例においては、排出管４０はマニホールド２２の下に延びるが、他の例（図示せず
）によれば、排出管をマニホールドの上に構成することもでき、すなわち原流体供給用主
管路が濾過流体回収用管路の上に延びる。
【００３３】
　濾過アセンブリ１２のフィルタユニット２０は、図７Ａと７Ｂに関して後に詳述する共
通のマニホールド２２から延びる。マニホールド２２は、濾過流路と同軸であり、相互接
続入口管２４を介して原流体供給用主管路１４と流体連通し、また相互接続出口管２６を
介して濾過流体回収用主管路１６と流体連通するように延びる入口ポート７２を有するよ
うに構成される。
【００３４】
　図１～図４からわかるように、隣接する濾過アセンブリ１２の間の構成は、１つの濾過
アセンブリ１２のそれぞれのフィルタユニット２０Ａ、２０Ｂ、２０Ｃ、２０Ｄと隣接す
る濾過アセンブリ１２のフィルタユニット２０Ａ’、２０Ｂ’、２０Ｃ’、２０Ｄ’は垂
直にずらされ、すなわち同じ高さでは延びていない構成である。さらに、図５の上面図か
ら最もよくわかるように、フィルタユニット２０Ａの縦軸３０Ａはフィルタユニット２０
Ａ’自体の縦軸３０Ａ’に実質的に平行であり、同様に、フィルタユニット２０Ｂの縦軸
３０Ｂは、フィルタユニット２０Ｂ’自体の縦軸３０Ｂ’に平行であり、フィルタユニッ
ト２０Ｃの縦軸３０Ｃはフィルタユニット２０Ｃ’自体の縦軸３０Ｃ’に平行であり、同
様にフィルタユニット２０Ｄの縦軸３０Ｄは、フィルタユニット２０Ｄ’自体の縦軸３０
Ｄ’に平行である。
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【００３５】
　開示されている構成は、軸３０Ａ～３０Ｃに沿って延びる同軸的な軸がそれゆえ、軸３
０Ａ’～３０Ｃ’に沿って延びる同軸的な軸に平行であり、軸３０Ｂ～３０Ｄに沿って延
びる同軸的な軸はそれゆえ、軸３０Ｂ’～３０Ｄ’に沿って延びる同軸的な軸に平行であ
り、したがって、軸３０Ａ～３０Ｃは軸３０Ｂ～３０Ｄと（特定の例においては垂直に）
交差し、同様に、軸３０Ａ’～３０’は軸３０Ｂ’～３０Ｄ’に（特定の例においては垂
直に）交差する、というものである。また、軸３０Ｃは軸３０Ｂ’と交差し、軸３０Ｄは
軸３０Ａ’と交差し、等である。
【００３６】
　当然のことながら、濾過アセンブリの四分円構成は特定の例であり、他の構成とするこ
ともでき、すなわち各濾過アセンブリ１２のフィルタユニット２０の数に応じて（たとえ
ば、図７Ｃと７Ｄに示されるように）、隣接する濾過アセンブリを縦にずらす（すなわち
、図の例のように交互にするのではなく、異なる順序でずらす）等が可能である。
【００３７】
　図５からさらにわかるように、縦軸Ｘ１の上方に突出する長さＬの長さ（長さＬは、濾
過アセンブリ１２の中心線からフィルタユニット２０の端まで測定される）は、濾過アセ
ンブリ１２の隣接する２つの縦軸間の距離Ｄの半分より大きく、すなわち、Ｌ＞Ｄ／２で
ある。
【００３８】
　この構成により、群列状濾過装置のフィルタユニットとそれらのそれぞれの濾過アセン
ブリの省スペースのレイアウトが可能となり、すなわち、設置面積を縮小できるが、各フ
ィルタユニットへのアクセスは依然として容易であり、その保守と修理が行いやすい。
【００３９】
　上記の省スペース構成は、相互に関するそれぞれの濾過アセンブリとそれぞれのフィル
タユニットの配置により実現され、これ自体はマニホールド２２の構成により実現される
（図７Ａと７Ｂを参照しながら後述する）。
【００４０】
　図６Ａと６Ｂの構成は基本的に前の図１～図５に示されるものと同様であり、したがっ
て同様の参照番号が用いられる。しかしながら、図６Ａと６Ｂに示される構成では、前記
中央排出管路４０と油圧栓４２と４４が取り除かれている。
【００４１】
　さらに当然のことながら、図１～図６のこの図では原流体供給用主管路１４と濾過流体
回収用主管路１６が相互に実質的に平行に延び、実質的に水平の向きに配置されているが
、異なる構成（図示せず）によれば、これらの主管路は平行以外の関係に、または図のよ
うに相互の上方に延びていなくてもよい。さらには、図の例では濾過アセンブリ１２（す
なわち、濾過流路）の縦軸Ｙは垂直に、相互に平行に延びているが（ＹｉはＹｉｉに平行
に延び、順々にＹｉｉｉに平行に延びる、等）、各濾過アセンブリの縦軸は水平以外の関
係に延びていてもよく、また必ずしも垂直方向に延びていなくてもよい。その目的のため
に、必要な適当な連結および調整要素（図示せず）があってもよい。
【００４２】
　ここで、図７Ａと７Ｂに関して、上述したが、いずれの濾過アセンブリとの使用にも適
している、濾過アセンブリ１２の各々に関連付けられるマニホールド２２を特に参照する
。
【００４３】
　この例において、マニホールド２２は４つのフィルタユニット２０と使用するように構
成されているが、現実的ないくつの数のフィルタユニット、たとえば、２つ、３つ、４つ
、または５つのそのようなフィルタユニットの場合にも適当な調整を加えて、同じ原則的
設計とすることができる点に留意するべきである。例示を目的として、図７Ｃと７Ｄはそ
れぞれ３つと５つのフィルタユニット２０を保持するマニホールド２２Ｃと２２Ｄを示し
ており、前述の例と同様に、濾過ユニットはそこから、マニホールド２２の縦軸に対して
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実質的に垂直な平面の付近に半径方向に、すなわち星形の構成に延びている。さらには、
マニホールド２２には、フィルタユニットの代わりに（たとえば、不良品の場合、または
状況からアクセスしにくい、または限られている場合）、シーリングキャップを取り付け
ることができる。
【００４４】
　マニホールド２２は、相互接続入口管２４を介して原流体供給用主管路に連結されるよ
うに構成された主要入口ポート７２（図１～図６参照）と、相互接続出口管２６を介して
濾過流体回収用主管路１６に連結されるように構成された主要出口ポート７４を有するよ
うに構成された、実質的に円筒形の本体７０を含み、それゆえ、前記濾過流路ができる。
【００４５】
　図７Ｂにおいて最もよくわかるように、主要入口ポート７２は入口チャンバ７６の中へ
と延び、主要出口ポート７４は出口チャンバ７８から延びる。複数のフィルタユニット継
手（この例では４つであり、それぞれ８０Ａ、８０Ｂ、８０Ｃ、８０Ｄとして示される）
がハウジング７０から延び、各フィルタユニット継手８０Ａ～８０Ｄは、たとえばねじ式
連結、差し込み式連結等によって、そこでそれぞれのフィルタユニット（図１～図６の２
０Ａ～２０Ｄと２０Ａ’～２０Ｄ’）に連結されるように構成される。
【００４６】
　必要に応じて、相互接続継手を使用することができる。各フィルタユニット継手は、入
口チャンバ７６から延びる、それぞれ分配ポート８２Ａ、８２Ｂ、８２Ｃ、８２Ｄと、出
口チャンバ７８から延びる、それぞれ回収ポート８４Ａ、８４Ｂ、８４Ｃ、８４Ｄを有す
るように構成され、前記分配ポート８２Ａ～８２Ｄは回収ポート８４Ａから８４Ｄの周囲
に同軸的に延びる。それぞれの方法で、分配ポート８２Ａ～８２Ｄはフィルタユニットの
それぞれの入口と流体連通し、回収ポート８４Ａ～８４Ｄはフィルタユニット２０のそれ
ぞれの出口ポートと流体連通し、それによってフィルタユニットはそれぞれの原流体供給
用管路１４と濾過流体回収用管路１６に機能的に連結され、流体は強制的に濾材を通過す
る。実際には、濾過要素は回収ポート８４Ａ～８４Ｄの管状突起の周囲にねじで連結され
るか、その他の方法で関着されるが、各フィルタユニットのハウジングは８０Ａ～８０Ｄ
の雄ねじにねじ連結される点に留意するべきである。
【００４７】
　図７Ｂにおいて最もよくわかるように、マニホールド２２は、仕切り壁８６と８８が入
口チャンバ７６から出口チャンバ７８へと流体が直接流れるのを防止し、それゆえ、原流
体による濾過流体の汚染を防止するように構成される。
【００４８】
　ここまでの図面からわかるように、マニホールド２２の縦軸Ｚは濾過流路、すなわち濾
過アセンブリ１２の各々の縦軸Ｙｉと同軸的に延び、フィルタユニット継手８０Ａ～８０
Ｄは垂直軸ＱとＰの周囲に延びて、相互に交差し、軸Ｚに対して実質的に垂直な平面を画
定し、前記ＱとＰはそれぞれフィルタユニット２０Ａ～２０Ｄと２０Ａ’～２０Ｄ’の縦
軸３０Ｂ～３０Ｄと３０Ａ’～３０Ｄ’と同軸的に延びる。
【００４９】
　本明細書で説明する特定の例においては、濾過アセンブリ１２の各々は、同一平面内で
、実質的に水平な平面の付近で延びる（すなわち、軸ＱとＰがマニホールドの縦軸Ｚと直
角に交差する）複数のフィルタユニット２０を含むが、フィルタユニットが９０°以外の
角度で配置され、たとえばそれぞれの自由端がそれらのマニホールドとの関着点の上に延
び、それによって濾過アセンブリの設置面積がさらに縮小されるような、他の構成とする
こともできる。
【００５０】
　さらに、ここで図８を参照すると、本願の主題の他の態様による支持システムが概して
１００として示されている。図１～図６にも示されている支持システム１００は、たとえ
ば前述の主題の例である群列状濾過装置をしっかりと不動の向きで保持するように構成さ
れ、その目的のために、群列状濾過装置の長さに沿っていくつかの支持システムが設置さ
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【００５１】
　支持システム１００は、各々が設置面上に設置され、そこに支持されるように構成され
た広い基底部の設置面係合部１０３を有するように構成された１対の支持手段１０２と、
この例においては、図１～図６に示される群列状濾過装置１０の原流体供給用主管路１４
（図８には図示せず）を補強するように設計された環状部として構成されている主管路支
持部１０６を含む。各支持手段１０２から上に向かって上方突出部１０８が延び、２つの
支持手段１０２には、隣接する２つの支持手段１０２を相互に接続し、群列状濾過装置１
０の各濾過アセンブリ１２の相互接続入口管２４（図８には図示せず）を拘束するための
補強部材１１０が交差する。
【００５２】
　設置面係合部１０３には設置面固定部１２２が構成され、そこを通じて、固定用スタッ
ドボルトやその他の固定部材を設置面に挿入して構造を固定できる。
【００５３】
　支持手段１０２は、たとえば成形プラスチック材料を複数のリブによって、および／ま
たは補強材料、たとえば補強用繊維材料等で補強したものにより作製できる。
【００５４】
　図９Ａと９Ｂにおいて最もよくわかるように、組み立てられた位置において、原流体供
給用主管路１４は支持部１０６によって締付固定式に取り囲まれ、相互接続入口管２４は
補強部材１１０によって締付固定式に取り囲まれる。補強部材１１０は濾過アセンブリ１
２の下に取り付けられており、したがって、それぞれの相互接続入口管２４の長さが隣接
する濾過流路より長いことがわかる。この構成によって、一方で、濾過アセンブリ１２に
容易にアクセスでき、他方で、支持を十分に支持できる。
【００５５】
　しかしながら、当然のことながら、相互接続入口管２４の長さは、支持部材を各濾過流
路に、または図に示されるように、流路に交互に関連付けることができるような長さとし
てもよい。
【００５６】
　図９Ｃには、図９Ａと９Ｂに示される例の変形形態が示されており、支持システム１０
０はそれまでの図面に示されているものと同じであるが、ここでは、補強部材１１０が、
（前の例のように入口管２４を取り囲むのではなく）マニホールド２２’の下に一体的に
延びる管延長部２３を取り囲んでいる。
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【図７Ａ】

【図７Ｂ】

【図７Ｃ】

【図７Ｄ】

【図８】 【図９Ａ】
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